
　いよいよ秋も深まり、地域にある神社の例大祭も終わり、すっかり静かになった今日この頃です
が、皆さまにはお変わりなくお過ごしでしょうか。
　7月から9月28日まで2か月のロングランで初めて開催された「札幌国際芸術祭2014」は「都
市と自然」をテーマに現代アートを私達に身近なものとしてくれました。
 北海道近代美術館や札幌芸術の森会場はもちろんのこと、モエレ沼公園やチカホ（駅前通地下歩
行空間）、資料館西の「コロガル広場」では、子どもから大人まで多くの市民や観光客が楽しみ、
予想を大きく超える45万人の来場者がありました。課題もありましたが、今後検証をして3年後
に続けていきたいものです。
　9月22日から11月6日までの46日間、第3回定例会、決算特別委員会が開催されており、
8,500億円を超える2013年度決算と2014年度補正予算の審議を進めております。
　札幌市は昨年10月「札幌市まちづくり戦略ビジョン」を策定し、未来をつなぐ子ども達のため
に目指すべき都市像「北海道の未来を創造し、世界が憧れるまち」「互いに手を携え、心豊かにつ
ながる共生のまち」を掲げ、この実現に向け新たな都市経営戦略を示しました。
　しかし「日本創生会議」において、2040年までに消滅する可能性のある自治体が道内8割近く
を占めるとの報告もあり、危機意識を持ちながらまちづくりは進めていかなければなりません。
　二期目の最終年、市民の代表であり、代弁者として、なお一層精進してまいります。
　皆様の声をお聞かせいただければ、幸いです。

1・市長の政治姿勢について
　上田市長は、「札幌あたりまえ宣言」を公約に謳い、
参加と対話を基本とする「市民自治が息づくまちづ
くり」「市民のために！挑戦する市役所」を政策に掲
げ、市民目線で市役所改革に取組み、「市民自治」を市
政運営の根幹に据え、創造性に富む市民の力をもと
に、時代の転換期を見据えた新たなまちづくりに取
組んでこられた。
質問：この12年間の市政運営をどのように評価して
いるのか？
　冬季オリンピック・パラリンピックについて開催
費用や効果等に関する調査結果を発表した。年内に
行う招致の判断に向けて今後市民論議を深めること
になるが、これは札幌の未来を創造する取組の具体
化と言える。オリンピックを開催することは、子ども
達に夢と希望を与えるほか、スポーツの振興を通じ
て平和でより良い世界の実現に貢献し、これを契機
に人口減少、超高齢社会を見据え、札幌のまちづくり
を加速させる視点も重要と考える。
質問：オリンピックを活用したまちづくりをどのよ
うに考えるのか？
答弁：人を大事にすることを原点に据え、市民自治が
息づくまちづくりを実践し、将来の世代に過度な負
担を残さぬよう、市債残高の縮減や職員数の見直し
を行った。今後も、この札幌に根付く市民自治の力で
どんな難局も乗り切ってゆける。オリンピック・パラ
リンピックの招致を、新たなまちづくりの起点とし、
公共施設、民間開発により都市のリニュアルを加速
させ、市民の誇り・愛着の醸成をはかり、札幌の未来
の創造につなげていきたい。

2・市有建築物の配置等に関する基本方針
　札幌市全体の公共施設の効果的・効率的な配置や
総量のあり方について、基本的な方向性や考え方を
策定するとしている。従来の発想を転換し、公共施設
全体を再構築することを挙げており、視点には「市民
が創る公共施設」「コミュニティを深化させる公共施
設」「柔軟でスマートな公共施設」を挙げている。
質問：30年後の札幌の未来を見すえた「公共施設の再
構築」に対する市長の想いを伺いたい。また、どのよ
うなプロセスでこの再構築を進めていくのか？
答弁：超高齢社会を見すえた、歩いて暮らせるまちづ
くりを進め、公共施設の更新には施設維持から機能
重視へと見直すことが必要であり、市民が主体と
なって新たな時代に対応した公共施設を創り上げる
チャンスとなる。

3・地域包括ケアシステムについて
　介護・医療・住まい・生活支援・介護予防を一括的に
提供する地域包括ケアシステムの構築に関わり、次
期「高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」は極め
て重要な取組になる。高齢化の進行は区域によって
濃淡があり、まちづくりセンター区域別の高齢化率
は2013年7月には30％超えが6か所、25％以上が25か
所と3年前に比べ倍増している。昨年11月実施の「高
齢社会に関する意識調査」では、65歳以上の80％が
「今後も今の地域に住み続けたい」と答えており、地
域ごとの課題に沿った施策展開が重要となる。
質問：地域包括ケアシステムの実現に向けてどのよ
うに取組むのか、また札幌市では7月現在要支援1及
び2の認定者が高齢人口の約7％と全国より2ポイン

者数は479名を数えましたが、ほぼ12日中に収束いた
しました。
　広島市や礼文町での災害を契機に9月1日から新し
い防災対策のもと、雨の降り方、気象情報を総合的に
判断し早い段階で対処の避難勧告でしたが、まず、自
分の身の置かれている場所の環境に対する正確な情
報を身近でキャッチしていただき、日頃から災害に
備えてまいりましょう。今回の経験をさらに分析し
て、よりよい避難に向けてマニュアル化していきま
す。

＜2014年9月11日豪雨について＞
　9月11日未明からの豪雨は、南区滝野地区では1時
間で最大71.00ｍｍとかつてない雨量を観測し、札幌
では初めて39万世帯78万人に土砂災害避難勧告、洪
水避難勧告が発令されることになり、南区・清田区・
厚別区を中心として市民は不安な一日を過ごしまし
た。
　被害状況では床上浸水7件、河川氾濫等40か所、道
路冠水98か所など184件の物的被害となりましたが、
人的被害はなく、開設避難場所は156か所、最大避難
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